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〈特集：日本産爬虫両生類の分布を巡って〉

日本産トカゲ・陸生ヘビ類の地理的分布の概要といくつかの話題
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本稿では，日本国内に自然分布するトカゲ

類と陸生ヘビ類の地理的分布について，既知

の情報をレビューする．はじめに全体像を概

観し，興味深いトピックとしてトカゲ属の複

雑な分布と北海道のトカゲ・ヘビ類の分布に

ついて論じる．本稿における「トカゲ類」は，

所謂ヤモリ類（ヤモリ科，トカゲモドキ科） 

を除くトカゲ亜目を指す．原則として日本爬

虫両棲類学会（2021）の分類体系に従い，そ

れ以降の分類の変更については，適宜本文中

で言及する．尚，国内に分布するトカゲ・ヘ

ビ類のうち人為分布またはその疑いが強い

種・集団には，本稿では言及しない．

1．日本産トカゲ・陸生ヘビの地理的分布の

特徴：3つの動物地理要素

この節では，日本産トカゲ・陸生ヘビ類の

地域ごとの種・亜種構成を概観する．現行の

分類体系では，国内に自然分布するトカゲ・

ヘビ類は，種・亜種レベルでは約 86％（52/60

種・亜種）が日本固有である．このうちのい

くつかは亜種として固有で，国外に同種集団

が分布する．種としての固有率は，約 75％

（41/55種）となる．日本産爬虫両生類には，

八重山諸島・宮古諸島（以下「南琉球」），奄

美諸島・沖縄諸島（以下「中琉球」），北海

道・本州・四国・九州とその周辺島嶼（以下

「日本列島」）の 3地域にそれぞれ高い固有性

が認められ（例えば，Hikida and Ota, 1997；
Ota, 1998；Okamoto, 2017），トカゲ・ヘビ類

に限ってもこれら 3地域の高い固有性が認め

られる．本節では，これら 3固有域を中心に

種・亜種の分布を概観する．尚，本節におけ

る「南琉球」「中琉球」「日本列島」の範囲は，

概ね図 1のように定義する．
＊責任著者
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1.1．南琉球の固有種・亜種

南琉球には 21の種・亜種が固有分布する

（表 1）．その多くは台湾や中国南部（以下，

「中国」は大陸中国を指す）に近縁種ないし

同種の別亜種を持つ（Okamoto, 2017）．トカ

ゲ・ヘビ類の種構成において，南琉球の中

でも与那国島，石垣島・西表島とその近隣

島嶼，宮古諸島の 3地域それぞれにある程

度の固有性が認められる（Ota, 1998；疋田，

2003；Okamoto, 2017）．これら 3地域すべて

に分布するものはキシノウエトカゲとサキシ

ママダラのみで，宮古諸島と石垣・西表に共

通するものはサキシマスベトカゲ，サキシマ

キノボリトカゲ，サキシマスジオ，サキシ

マバイカダである（表 1）．これらを除くと，

南琉球内の 3地域の種・亜種同士が単系統群

を構成するケースはほとんど無く，後述する

サキシマスベトカゲ－ヨナグニスベトカゲが

唯一の例外である．与那国島，石垣・西表，

宮古諸島の固有性は，南琉球の中での地理的

隔離により生じたものではなく，それぞれの

系統が別個に台湾や中国南部の姉妹群との間

で分化して生じたのであろう．

これら 3地域のうち与那国島は，一見固

有率が高いものの，いずれの固有種・亜種も

隣接する台湾または石垣・西表に姉妹種もし

くは同種の別亜種を持つ．一方，宮古諸島の

種構成は，Ota（1998）が指摘しているよう

に，隣接する石垣・西表と共通のものと遠隔

地に姉妹群を持つものが混在することに特徴

づけられる．ミヤコカナヘビの近縁種は台湾

（Takydromus stejnegeri）と中国中～南部（T. 

septentrionalis）に分布し（Ota et al., 2002；
Lin et al., 2002；Lue and Lin, 2008），ミヤコ

ヒバァの姉妹群はガラスヒバァの久米島・沖

縄島集団と推定されている（Kaito and Toda, 
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図 1．本稿で用いる南琉球，中琉球，日本列島のそれぞれの範囲とその構成要素．本文中で言及する重要
な地名は適宜示してある．
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2016）．ミヤコヒメヘビの系統的位置は明ら

かにされていないが，隣接地域に同属の種は

分布しない．

南琉球のもので近年分類が変更されたの

が，イワサキワモンベニヘビとサキシマスベ

トカゲである．前者は最近まで広域分布種

ワモンベニヘビ Sinomicrurus macclellandiの

1亜種とされていたが，Smart et al.（2021）

により独立種 S. iwasakiiとされた．Smart

らの論文では，従来のワモンベニヘビは単

系統群でなく，含まれていた 3亜種がいず

れも独立種とされている．イワサキワモン

ベニヘビは，従来別亜種の関係にあった S. 

swinhoei（台湾）および従来別種とされてい

た S. annularis（中国南部～ベトナム・ラオ

ス）からなる系統の姉妹種であることが明ら

かになっている．

従来のサキシマスベトカゲは，Koizumi et 

al.（2022）により石垣・西表と近隣島嶼およ

び宮古諸島に分布する狭義のサキシマスベト

カゲと，与那国島の固有種のヨナグニスベト

カゲの 2種に分割された．これら 2種は，姉

妹群関係にある．

1.2．中琉球の固有種・亜種

「中琉球」は，沖縄諸島と奄美諸島を中心

とした地域である．トカラ列島南部の宝島・

小宝島・小島に分布するトカゲ・ヘビ類は例

外なく沖縄・奄美諸島のものと同種もしくは

近縁種であるため，動物地理学的にはこれ

らの島も中琉球に含めることができる（図

1，Okamoto, 2017）．中琉球には，13種のト

カゲ・ヘビ類が固有分布する（表 2）．また，

中琉球を中心に悪石島以北のトカラ列島にま

で分布するヘリグロヒメトカゲ，オキナワト

カゲ，オオシマトカゲも，中琉球の準固有種

とみなせる．これらを合わせた 16種が，中

琉球要素と位置付けることができるだろう

（表 2）．

トカゲ・ヘビ類に関する限り，沖縄諸島と

表 1．南琉球要素の種・亜種の分布域および地域ごとの種・亜種数と固有率．

和名 学名 与那国島 石垣島・西表島 宮古諸島

ヨナグニキノボリトカゲ Diploderma polygonatum donan 〇
ヨナグニシュウダ Elaphe carinata yonaguniensis 〇
ミヤラヒメヘビ Calamaria pavimentata miyarai 〇
ヨナグニスベトカゲ Scincella dunan 〇
キシノウエトカゲ Plestiodon kishinouyei 〇 〇 〇
サキシママダラ Lycodon rufozonatus walli 〇 〇 〇
サキシマスベトカゲ Scincella boettgeri 〇 〇
サキシマキノボリトカゲ Diploderma polygonatum ishigakiense 〇 〇
サキシマスジオ Elaphe taeniura schmackeri 〇 〇
サキシマバイカダ Lycodon multifasciatus 〇 〇
イシガキトカゲ Plestiodon stimpsonii 〇
サキシマカナヘビ Takydromus dorsalis 〇
ヤエヤマタカチホヘビ Achalinus formosanus chigirai 〇
イワサキセダカヘビ Pareas iwasakii 〇
ヤエヤマヒバァ Hebius ishigakiensis 〇
サキシマアオヘビ Cyclophiops herminae 〇
イワサキワモンベニヘビ Sinomicrurus iwasakii 〇
サキシマハブ Protobothrops elegans 〇
ミヤコカナヘビ Takydromus toyamai 〇
ミヤコヒメヘビ Calamaria pfefferi 〇
ミヤコヒバァ Hebius cocelarus 〇

分布する種・亜種数 6 14 9
固有率 66.7％ 57.1％ 33.3％
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奄美諸島には多くの場合共通の種・亜種が分

布し，両生類において沖縄諸島と奄美諸島の

ものがしばしば別種ないし別亜種とされてい

るのとは一見対照的である．しかし，トカ

ゲ・ヘビ類でもほぼ例外なく沖縄－奄美諸島

集団の間に著しい遺伝的分化があり（Toda et 

al., 1999；Shibata et al., 2016；Kaito and Toda, 

2016；Kaito et al., 2017；Makino et al., 2020），

本質的には類似したパタンと言える．ただ

し，沖縄－奄美集団の分岐年代は分類群によ

りさまざまで，沖縄－奄美諸島間の単純な地

理的隔離で形成されたパタンではないと考え

られている（Kaito and Toda, 2016）．

中琉球のもののうち最近分類が変更された

のが，ヒャンとハイである．近年まで，全

体が種ヒャンとされ，奄美大島のものを亜

種ヒャン，徳之島と沖縄諸島のものを亜種

ハイとする扱いであった（例えば，Kaito et 

al., 2017；岡本他，2019が概説している）．
Smart et al.（2021）は，徳之島のもの（色彩

は沖縄諸島集団に似るが系統的には奄美大島

集団と近縁）をヒャンに含めたうえで，ヒャ

ン・ハイとも独立種とした．これら 2種は

姉妹種であり，最も近縁なものは台湾に分布

するタイワンハイ Sinomicrurus sauteriであ

る．尚，台湾のものは従来 2種とされていた

が（台湾中～南部のタイワンハイと北～東部

のハトリハイ S. hatori），Smart et al.（2021）

により 1種にまとめられた．

中琉球要素の中には，前述のようにトカラ

列島に分布するものもいる．トカラ列島南部

の宝島・小宝島は，沖縄・奄美諸島にも分布

するアオカナヘビ・リュウキュウアオヘビの

北限である．また，この地域の固有種トカラ

ハブはハブ奄美諸島集団の姉妹群で，系統

的にはハブの一部である（Toda et al., 1999；
Shibata et al., 2016）．一方，それよりも北の

島々には，中琉球と共通の種としてはヘリグ

ロヒメトカゲ（トカラ列島のほぼ全域～鹿児

島県三島），オオシマトカゲ（諏訪之瀬島），

オキナワトカゲ（中之島）が分布する．加え

て，口之島には固有種クチノシマトカゲも分

布するが，これは南琉球要素に含まれるイシ

ガキトカゲの姉妹種である．これらの悪石島

以北の集団は，いずれも中琉球または南琉球

からの黒潮による洋上分散により侵入したと

推定されている（Kurita and Hikida, 2014a；
Makino et al., 2020）．これらの島々の集団の

表 2．中琉球要素の種・亜種の分布域

和名 学名 沖縄諸島 奄美諸島 宝島・ 
小宝島

北部トカラ
列島 大隅諸島

キクザトサワヘビ Opisthotropis kikuzatoi 久米島のみ
オキナワキノボリトカゲ Diploderma polygonatum polygonatum 〇 〇
バーバートカゲ Plestiodon barbouri 〇 〇
アカマタ Lycodon semicarinatus 〇 〇
ガラスヒバァ Hebius pryeri 〇 〇
アマミタカチホヘビ Achalinus werneri 〇 〇
ヒメハブ Ovophis okinavensis 〇 〇
ヒャン Sinomicrurus boettgeri 〇
ハイ Sinomicrurus japonicus 〇
ハブ Protobothrops flavoviridis 〇 〇
トカラハブ Protobothrops tokarensis 〇
アオカナヘビ Takydromus smaragdinus 〇 〇 〇
リュウキュウアオヘビ Cyclophiops semicarinatus 〇 〇 〇
ヘリグロヒメトカゲ Ateuchosaurus pellopleurus 〇 〇 〇 ほぼ全域 三島
オオシマトカゲ Plestiodon oshimensis 〇 〇 諏訪之瀬島

オキナワトカゲ Plestiodon marginatus 〇 与論島・沖永
良部島のみ 中之島
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成立年代は，数十万年以上前と推定されてい

るもの（クチノシマトカゲ，中之島・諏訪

之瀬島のオキナワトカゲ・オオシマトカゲ； 

Kurita and Hikida, 2014a）からごく最近と考

えられるもの（ヘリグロヒメトカゲ；Makino  

et al., 2020）まである．黒潮によってトカラ列

島付近を北上するごく最近の洋上分散は，他 

の分類群（例えば，Tominaga et al., 2015，2019） 

でもごく最近生じたと考えられており，少な

くとも数十万年に渡ってたびたび生じた，あ

る程度一般性のある現象と言えそうだ．

中琉球固有種には，遺存固有（relict）と

考えられるものがいくつか知られている．遺

存固有とは，古い時代に広域分布した系統

が，二次的な分布の縮小によって狭い分布域

をもつようになったもので，現生する近縁種

が地理的に離れた場所に隔離分布するなどの

パタンをしばしば示す．琉球の爬虫類にお

ける典型的な遺存固有として，中琉球と中

国南部に隔離分布するヤマガメ属 Geoemyda

とトカゲモドキ属 Goniurosaurusがあげられ

る．いずれも，中琉球と大陸の系統の分岐が

非常に古いことが指摘されている（Okamoto, 

2017）．また，久米島の渓流のみに生息する

キクザトサワヘビも，遺存固有に該当するも

のと考えられる．同属の種は中国南部，イ

ンドシナ，スマトラ，フィリピンなどに 20

種余りが分布し，いずれも山地の渓流に生

息する（例えば，Wang et al., 2020）．ヘリグ

ロヒメトカゲは中琉球に準固有で，姉妹種
Ateuchosaurus chinensisが大陸中国南部～ベ

トナム北部に分布し，一見ヤマガメやトカ

ゲモドキと似た遺存固有に見える（例えば，
Ota, 1998）．しかし，最近の研究において，

ヘリグロヒメトカゲ属 2種の分岐がそれほど

古いものではないと推定され，本属の 2種

は東シナ海の形成時に異所的種分化したもの

であり，その分布域は「遺存的な隔離分布」

ではなく「東シナ海をはさんだ対岸の分布」

という解釈が提案されている（Makino et al., 

2020）．

オキナワキノボリトカゲは，種としては台

湾・南琉球・中琉球に広域分布し，それぞれ

の地域のものが固有亜種となっており，一見

して典型的な動物地理パタンに見える．し

かし，近年行われた分子系統解析の結果は，

本種が台湾に起源し，琉球列島に沿って洋

上分散で北上しながら鮮新世～更新世にか

けて多様化したというシナリオを支持して

いる（Yang et al., 2017）．これは，琉球列島

の多くの固有種・亜種の形成過程（例えば，
Okamoto, 2017）とは著しく異なったもので

ある．

1.3．日本列島のトカゲ・ヘビ類

日本列島には，トカゲ 4種とヘビ 8種が分

布する（表 3）．トカゲ属（ヒガシニホント

カゲ，オカダトカゲ，ニホントカゲ）とタカ

チホヘビを除くと，いずれもほぼ全域に単一

種が固有分布する．これらの種には，北海道

に分布するものとしないものがいるが，北海

道に関することは後の節で論じる．

トカゲ属とタカチホヘビは，上記の一般的

なパタンから一見逸脱している．トカゲ属

は，日本列島内で 3種が排他的に分布する

点，極東ロシアの日本海沿岸部にも分布する

点で他のものと異なる．しかし，これら 3種

が単系統群であり，3種を合わせた分布域が

ほぼ日本列島全域となることから，ロシアの

分布域を除けば全体として日本列島広域分布

型の変形とみなせる．タカチホヘビは，本

州・四国・九州のほぼ全域に加え，同種とさ

れるものが中国・ベトナム北部にも分布す

る（例えば，Zhao and Adler, 1993；日本爬虫

両棲類学会，2021）．鳥羽（2007）が指摘し

ているように，Stejneger（1907）は日本列

島と大陸のものを暫定的ながら別種扱いした

（この場合，日本列島集団が狭義の Achalinus 

spinalis，大陸集団が A. braconnieriとなる）．

しかし，Stejneger（1925）は新たなデータ
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に基づいてこの考えを覆し，中国のものもA. 

spinalisに含めている．その後，Maki（1931）

や Pope（1935）なども日本と大陸のものを

同種として扱い，以来この扱いが定着してい

る．近年，中国やベトナムでタカチホヘビ属

の分類学的研究も行われているが，依然とし

て大陸のものは A. spinalisとされている（例

えば，Li et al., 2020；Luu et al., 2020；Ha et 

al., 2022）．この分類学的扱いは，今日的な観

点から見れば明らかに再検討を要するもので

あり，今後の研究が待たれる．これらの集団

間には少なくともある程度の遺伝的分化があ

ると想定されるため，さしあたり本稿では日

本列島のタカチホヘビを独自の系統と仮定

する．

この仮定のもとでは，日本のタカチホヘビ

の分布域は本州・四国・九州のほぼ全域とい

う典型的な日本列島要素に該当する．しか

し，詳しく見ると他の種と比べて分布域がや

や狭いようだ．周辺島嶼での記録は下甑島・

天草諸島などごく少数の本土から近いいくつ

かの島に限られ，他の日本列島産ヘビ類が全

種分布する隠岐諸島，五島列島，屋久島な

どでも分布記録が無い（柴田，1970；大野，

1987；川名・柴田，1988；Hasegawa, 1999；

松尾，2005；前之園・戸田，2007）．また，

本土内でも房総半島には分布しないことも知

られている（例えば，大野，1987，2002）．

大野（2002）は，房総半島が周辺の山岳地

から孤立していることを，本種が分布しない

要因と推測している．一方，三浦半島では

沿岸の低地でも発見例が少なくないようで

（例えば，柴田，1968；青木，1974，1975，

1993；千石，1979），本種の分布域を制限す

る要因は必ずしも明らかでないように思われ

る．本種は夜行性かつ半地中性のため他のヘ

ビ類に比べ発見されにくい傾向にあり，実際

に分布域が狭いだけでなく，データの蓄積も

十分でないと思われる．例えば，本種の大隅

半島における分布は，ごく最近になって明ら

かになっている（福山，2019）．薩摩半島や

下北半島では現時点で分布記録が無いようだ

が（例えば，大野，1987；塚本，2015；石

沢・作山，2019），本当に分布しないのか単

に未発見なのかを判断するのに十分なデータ

が蓄積しているとは言えないだろう．日本列

島内における本種の分布域とそれを決める要

因を明らかにするには，地道な分布情報の蓄

積が必要と思われる．

日本列島の沿岸には佐渡島，隠岐諸島，五

島列島，大隅諸島など多くの小島嶼がある

が，分布するトカゲ・ヘビ類のほとんどは本

表 3．日本列島要素の種・亜種の分布域

和名 学名 北海道 本州・四国・
九州 備考

ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides ○ ○ 口之島・中之島・諏訪之瀬島にも
分布

アオダイショウ Elaphe climacophora ○ ○ 対馬にも分布
シマヘビ Elaphe quadrivirgata ○ ○ 口之島にも分布
ジムグリ Euprepiophis conspicillatus ○ ○
ニホンマムシ Gloydius blomhoffii ○ ○
シロマダラ Lycodon orientalis ○ ○

ヒガシニホントカゲ Plestiodon finitimus ○ ○ 伊豆半島除く東日本， 
極東ロシア日本海沿岸部に分布

オカダトカゲ Plestiodon latiscutatus ○ 伊豆半島・伊豆諸島に固有
ニホントカゲ Plestiodon japonicus ○ 西日本に固有
ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus ○
タカチホヘビ Achalinus spinalis ○ 中国南部に同種が分布
ヒバカリ Hebius vibakari vibakari ○
ダンジョヒバカリ Hebius vibakari danjoensis 男女群島 男島に固有
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土と共通のものに限られる．その中で，伊豆

諸島と男女群島は若干の固有性を示す．伊豆

諸島を特徴づけるのは，準固有種オカダトカ

ゲである．本種は伊豆諸島全域と伊豆半島に

分布する．この他に，ニホンカナヘビとヘビ

数種が伊豆諸島のいくつかの島に分布する

（Hasegawa and Moriguchi, 1989；Hasegawa, 

1999）．このうち，オカダトカゲとシマヘビ

は，伊豆諸島において色彩や体サイズなど

に著しい地理的変異を示すことが知られる

（例えば，Hasegawa, 1994，2003；Hasegawa 

and Mori, 2008；Kuriyama et al., 2011，2013，

2016，2020；Brandley et al., 2014；Murakami 

et al., 2014；疋田，2017）．また，ニホンマ

ムシの八丈島集団は，黒色型と赤色型の色彩

多型を示すことが知られる（Goris, 1967）．

男女群島を特徴づけるのは，男島の固有亜

種ダンジョヒバカリである（Toriba, 1986；

松尾，1994）．別亜種は，本州・四国・九州

に分布する基亜種ヒバカリ，済州島・朝鮮半

島～中国東北部・極東ロシア南部に分布す

るタイリクヒバカリ Hebius vibakari ruthveni

である．男女群島は，水平距離では五島列

島・九州本土と近いものの，海底地形では

大陸側の大陸棚に近く，五島列島・九州本

土とは深い海盆に隔てられている（鎌田他，

1975）．ダンジョヒバカリと他の亜種の系統

関係がどのようなものか，興味が持たれる．

このほかに男女群島に分布する爬虫類はニシ

ヤモリ・シロマダラ・ニホントカゲで，いず

れも五島列島や九州本土西部と共通する（松

尾，2005）．シロマダラは女島でごく少数の

記録があるのみで，本土のものとの形態的

差異は知られていない（柴田他，1988）．一

方，ニホントカゲは本土集団と異なる独自の

形態的・生態的特徴を持つ（Okamoto et al., 

2021a）．

トカラ列島には，日本列島要素のものとし

てニホンカナヘビ（諏訪之瀬島以北）とシマ

ヘビ（口之島）が分布する（ただし，口之島

のシマヘビが人為分布という伝聞もある；永

井，1938）．この地域には，前述のように中

琉球要素の種（ヘリグロヒメトカゲ，オキ

ナワトカゲ，オオシマトカゲ），南琉球要素

に近縁な種（クチノシマトカゲ）も分布す

る．よって，トカラ列島は全体として動物地

理学的な移行帯になっていると解釈できる

（Hikida et al., 1992）．日本列島と奄美諸島以

南の動物相の違いは爬虫類以外のものでも古

くから認識されており，この動物地理境界線

は渡瀬線と呼ばれている．小宝島と悪石島の

間に深い海峡（トカラ構造海峡）があること

から，渡瀬線の位置をこの海峡とみなすこと

もあるが，Komaki（2021）が指摘している

ように，小宝島以南と悪石島以北の間で陸上

動物の種構成が不連続に変化するわけではな

いことから，トカラ列島一帯が全体として移

行帯になっていると見るべきであろう．

1.4． 主要な固有要素以外の日本産トカゲ・

陸生ヘビ類

本節では，国外の周辺地域と共通する種，

小島嶼のみの固有種・亜種に言及する（表

4）．共通種が分布する地域は，太平洋島嶼

域，台湾～中国南部，朝鮮半島，極東ロシア

である．小島嶼の固有の種・亜種は，すでに

述べたクチノシマトカゲ，ダンジョヒバカリ

に加え，ツシママムシ，センカクトカゲ，オ

ガサワラトカゲがある．

太平洋の島嶼と共通するものは，ミヤコト

カゲが該当する．ミヤコトカゲは海浜性のト

カゲで，国内では宮古諸島に分布し，同亜種

とされるものは台湾，パラオ，ミクロネシ

ア，東南アジア，パプアニューギニアなど広

域に渡って分布する．同種の別亜種とされる

ものは 2つあり，ソロモン諸島～バヌアツ，

オーストラリアヨーク岬半島にそれぞれ分布

する（Brown, 1991）．しかし，最近行われた

分子系統学的研究（Richmond et al., 2021）に

よれば，本種はミクロネシアやサモアに分布
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する他種を内包する側系統群で，上記の亜種

分類も系統関係を反映していない．宮古諸島

のものは，台湾南部，フィリピン，ヤップ島

の集団とともに一群をなす．オガサワラトカ

ゲは，小笠原諸島・硫黄列島・南鳥島に分布

し，種としては日本固有である．同属種は太

平洋島嶼などに広く分布し（Horner, 2007），

動物地理学的には太平洋島嶼の要素とみな

せる．

台湾・中国南部と共通のものは，尖閣諸島

に分布するアカマダラとシュウダである．同

諸島にはこれに加えて，固有種センカクトカ

ゲ（Kurita et al., 2017a），分類学的位置未確

定のスベトカゲ属 Scincellaも分布する（Ota 

et al., 1993）．ヘビ 2種はいずれも台湾・大陸

と共通だが，センカクトカゲはかつて同種と

されていたアオスジトカゲ Plestiodon elegans

（台湾・中国に分布）との間にある程度の遺

伝的分化があり，姉妹群でない可能性も排除

できないようだ．前述の通り，南琉球の爬虫

類相も台湾・大陸中国との関連が深いが，尖

閣諸島と南琉球の直接的な関連は認められ

ない．

朝鮮半島と共通のものは，対馬に分布する

ツシマスベトカゲ，アムールカナヘビ，アカ

マダラである．これらはいずれも壱岐など

他の近隣島嶼や九州・本州の本土には出現

しない．対馬には，このほかに日本列島と

共通のアオダイショウ，固有種ツシママム

シも分布する．ツシママムシは，ニホンマ

ムシの姉妹群と推定されている（Alencar et 

al., 2016）．朝鮮半島のトカゲ・ヘビ類の種構

成は（例えば，National Institute of Biological 

Resources, 2011），地理的に近いにも関わら

ず，日本列島のものとの共通性は低い．ト

カゲ・ヘビ類に関する限り，姉妹種である

ヤマカガシとタイリクヤマカガシ Rhabdophis 

lateralis（Takeuchi et al., 2012，2014），同種

の別亜種の関係にあるヒバカリとタイリクヒ

バカリ H. v. ruthveni，など代置関係と考えら

れる近縁なものが分布する場合もあるが，ニ

ホントカゲ，ジムグリ，タカチホヘビ（日

本列島側），ツシマスベトカゲ，スナカナ

ヘビ Eremias argus，ミズナメラ Oocatochus 

rufodorsatus（朝鮮半島側）などのように，

対岸に近縁種すら全く分布しない系統もあ

る．また，ニホンカナヘビ（日本列島）と

アムールカナヘビ・チョウセンカナヘビ 

表 4．南琉球・中琉球・日本列島要素以外の種・亜種の分布域

和名 学名 国内の分布域 国外の分布域

小島嶼の固有種
クチノシマトカゲ Plestiodon kuchinoshimensis 口之島（トカラ列島） なし
ツシママムシ Gloydius tsushimaensis 対馬 なし

センカクトカゲ Plestiodon takarai
魚釣島，北小島，南小島，
久場島（尖閣諸島） なし

オガサワラトカゲ Cryptoblepharus nigropunctatus
小笠原諸島，硫黄列島，
南鳥島 なし

国外との共通種

コモチカナヘビ Zootoca vivipara 北海道北部 サハリン，ロシア本土広域，中国東北部，
欧州

ツシマスベトカゲ Scincella vandenburghi 対馬 朝鮮半島南半部，済州島
アムールカナヘビ Takydromus amurensis 対馬 朝鮮半島，中国東北部，極東ロシア本土
アカマダラ Lycodon rufozonatus rufozonatus 対馬，魚釣島（尖閣諸島）朝鮮半島，中国広域，台湾

シュウダ Elaphe carinata carinata
魚釣島，北小島，南小島，
久場島（尖閣諸島） 中国中～南部，台湾

ミヤコトカゲ Emoia atrocostata atrocostata 宮古諸島
台湾南部，フィリピン，マリアナ諸島，
パラオ，インドシナ，スンダ列島， 
パプアニューギニアなど
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Takydromus wolteri（朝鮮半島）のように，一 

見近縁種のようで実際には系統的に離れてい 

る例もある（Ota et al., 2002；Lin et al., 2002）． 

対馬は，このような日本列島と朝鮮半島の異

質な爬虫類相が部分的に混在する地域であ

り，前述のトカラ列島と同じく動物地理学的

な移行帯と位置付けることができる．

2．日本産トカゲ属 Plestiodonの分布

トカゲ属は，東アジアと北米に分布する約

50種を含み，形態的特徴と系統関係に基づ

いて 11の種群 species-groupに分類されてい

る（Brandley et al., 2012）．現行の分類では日

本国内に 10種が分布し，キシノウエトカゲ

はチュウゴクトカゲ種群 P. chinensis species-

groupに，他の 9種はニホントカゲ種群 P. 

latiscutatus species-groupにそれぞれ属する

（Brandley et al., 2012；Okamoto and Hikida, 

2012；Kurita and Hikida, 2014b；Kurita et al., 

2017a）．トカゲ属は小笠原・対馬・大東諸島

を除く日本国内ほぼ全域に分布し，地域に

よって種構成が異なる．本属は，日本産爬

虫類の中で比較的古くから分類・分布につ

いて動物地理学的な視点で研究されてきた

ものの一つである（例えば，疋田，1978；
Toyama, 1989；Kato et al., 1994；Hikida and 

Motokawa, 1999）．しかし，形態的に多様な

種，近縁種と形態的に酷似する種など分類の

難しいものが含まれ，近年にいたるまで分

類と分布情報の更新がたびたび生じ（例え

ば，Motokawa and Hikida, 2003；Honda et al., 

2008；Okamoto and Hikida, 2012；Kurita and 

Hikida, 2014b；Kurita et al., 2017a），それに

よって一般的なパタンに当てはまらない複雑

な分布が明らかになりつつある．本節では，

これまでに明らかになった日本産トカゲ属の

多様性を，分布という観点から概観する．

日本に分布するトカゲ属 10種のうち，キ

シノウエトカゲは南琉球（宮古諸島，与那国

島を含む八重山諸島）のほぼ全域に固有分

布する種である．近縁種はチュウゴクトカ

ゲ P. chinensisなどで，台湾～中国南部に分

布する（Brandley et al., 2011，2012；Kurita 

et al., 2017b）．これは，前述の南琉球固有要

素の典型的な動物地理パタンに該当する．他

の 9種は，台湾～中国南部に分布するアオス

ジトカゲ P. elegansとともにニホントカゲ種

群 Plestiodon latiscutatus species-groupを構成

する．ニホントカゲ種群に含まれる各種の分

布域を，図 2に示す．この種群は，ニホント

カゲとその近縁種（オカダトカゲ，ヒガシニ

ホントカゲ；以下「ニホントカゲ複合群」），

バーバートカゲ，オキナワトカゲとその近縁

種（オオシマトカゲ，クチノシマトカゲ，イ

シガキトカゲ，センカクトカゲ，アオスジト

カゲ；以下「オキナワトカゲ複合群」）の 3

系統からなる（Brandley et al., 2011，2012； 

Kurita and Hikida, 2014a；Kurita et al., 2017a）． 

ニホントカゲ複合群は全体として日本列島に

ほぼ固有，バーバートカゲは中琉球に固有

で，オキナワトカゲ複合群は中国南部・台

湾・南琉球・中琉球に渡って分布し，中琉球

でバーバートカゲと共存している．

これら 3系統は，中新世後半ごろに日本列

島，中琉球，南琉球＋台湾の 3地域に隔離さ

れることで生じ（図 3A），鮮新世ごろにオキ

ナワトカゲ複合群の祖先種が中琉球へ二次的

に分布拡大することで，今日見られるような

分布域の大枠が出来上がった（図 3B）と考

えられている（Hikida and Motokawa, 1999；
Okamoto, 2017）．そののち，ニホントカゲ

複合群が日本列島内で多様化し（Okamoto 

et al., 2006，2021b）オキナワトカゲ複合群

で複雑な洋上分散が生じ（Kurita and Hikida, 

2014a），他の爬虫類に比べ複雑な分布パタン

が形成されたというのが，今日的な理解であ

る．つまり，バーバートカゲは前述の中琉球

固有要素の一員であり，ニホントカゲ複合群

は日本列島固有要素の変形，オキナワトカゲ

複合群は南琉球－台湾－中国南部要素の変形
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とそれぞれ解釈できる．以下，ニホントカゲ

複合群とオキナワトカゲ複合群について，地

理的分布における特異な点を概観する．

ニホントカゲ複合群は，日本列島内で 3種

に分かれている点，極東ロシアの日本海沿岸

部に同種が分布する点で特異といえる．ニホ

ントカゲ複合群の種は，西日本のニホントカ

ゲ，伊豆半島と伊豆諸島のオカダトカゲ，伊

豆半島を除く東日本のヒガシニホントカゲか

らなり，狭い接触帯を介して側所的に分布す

る．ニホントカゲとヒガシニホントカゲは近

畿地方で狭い交雑帯を形成し，その分布境

界は若狭湾岸東部～琵琶湖～野洲川～三重

県北西部～奈良県中部～和歌山県北部であ
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図 2．東アジア島嶼域におけるニホントカゲ種群 Plestiodon latiscutatus species-groupの種ごとの分布域． 
種名末尾の「～トカゲ」は省略．†は平島・悪石島の分類学的帰属不明の絶滅集団．

オキナワトカゲ複合群の分布拡大

台湾

日本列島
中琉球南琉球

オキナワトカゲ複合群
祖先種

ニホントカゲ複合群
祖先種

バーバートカゲ
祖先種

台湾

日本列島
中琉球南琉球

中新世後期ごろ

鮮新世ごろ

(A)

(B)

図 3．ニホントカゲ種群の主要 3系統の琉球
列島における分布域形成シナリオ．Hikida and 
Motokawa（1999）をもとに作図．
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る（Okamoto and Hikida, 2009）．一方，ヒガ

シニホントカゲとオカダトカゲの分布境界

は，酒匂川～御殿場市北部～富士山～富士

宮市中南部～富士川下流である（Okamoto et 

al., 2006）．前述のようにこれら 3種で単系統

群となり，日本列島内で種分化したと考えら 

れている（Okamoto et al., 2006, 2021b；Okamoto  

and Hikida, 2012）．ニホントカゲとヒガシ

ニホントカゲが姉妹群関係にあり，オカダ

トカゲはそれらとやや系統的に離れている

（Brandley et al., 2012；Okamoto and Hikida, 

2012）．分布という点で興味深いのがオカダ

トカゲで，伊豆半島と伊豆諸島という分布域

は，かつて本州から離れた地塊であったとい

う伊豆半島の特異な地史の影響を受けて形

成されたと考えられている（Okamoto et al., 

2006）．

極東ロシア本土（沿海地方～ハバロフスク

地方南部）の日本海沿岸部で，ヒガシニホン

トカゲと考えられるものが記録されている

（Hikida, 1993；Okamoto and Hikida, 2012）．

このような分布域は他の爬虫類には見られな

い特異なものである．このロシア本土集団は

非常に記録が少なく，明示的なものは 1888

年（ハバロフスク地方ソヴィエツカヤガヴァ

ニ，沿海地方ウラジミール湾，オリガ湾：

図 2地点 R1～R3；Elpajewsky and Sabanejew, 

1906）と 1964年（沿海地方テルネイ湾：図

2 R4；Банников and Дроздов, 1971）に確認さ 

れた 4地点のみである．最北の地点（図 2 R1） 

は北緯 49度近くに位置し，本種の最北記録

である．この地域の分布記録がそもそも少数

のため，分布域の全体像は不明だが，既知の

記録地点は沿岸部に限られており，Банников 

and Дроздов（1971）が指摘しているように

日本列島から洋上分散などにより侵入したも

のかも知れない．この地域の集団は，標本は

現存しているものの（Hikida, 1993），過去数

十年に渡って発見記録がほとんど無く，最近

の文献（例えば，Ananjeva et al., 2006）では

要再確認もしくは疑問ありとしていることも

ある．何らかの理由ですでに絶滅しているの

かも知れないし，仮に現在生息しているとし

ても生息密度はおそらく非常に低く，分布地

点は限られていると想像される．

オキナワトカゲ複合群は前述の通り 6種か

らなり，分布域は中国南部～台湾，トカラ列

島口之島以南の琉球列島である．種ごとの分

布域は互いに排他的で，アオスジトカゲが台

湾～中国南部，センカクトカゲが尖閣諸島，

イシガキトカゲが石垣島・西表島と近隣島

嶼，オキナワトカゲが沖縄諸島ほぼ全域・与

論島・沖永良部島・トカラ列島の中之島，オ

オシマトカゲが徳之島以北の奄美諸島・硫黄

鳥島・トカラ列島の宝島・小宝島・小島・諏

訪之瀬島に分布し，クチノシマトカゲは口之

島のみに分布する（図 2）．与那国島と宮古

諸島には，いずれの種も分布しない．このう

ち，アオスジトカゲとイシガキトカゲは，種

としての分布域そのものは他の爬虫類と比べ

て特異なものではなく，イシガキトカゲの分

布域は前述の南琉球要素の典型的なものであ

る．センカクトカゲは尖閣諸島固有種で，魚

釣島，久場島，北小島，南小島に分布する

（Kurita et al., 2017a）．

オキナワトカゲ複合群の残りの 3種，オ

キナワトカゲ，オオシマトカゲ，クチノシマ

トカゲは，分類も分布情報も近年まで混乱し

ていたが，Kurita and Hikida（2014a, b）によ

り全容が明らかになった（岡本他，2019が

概説）．クチノシマトカゲは，口之島固有と

いう特異な分布域のほか，近隣に分布するオ

キナワトカゲやニホントカゲではなく，遠く

離れた八重山諸島のイシガキトカゲと系統的

に近いという点で奇妙な種といえる．その

イシガキトカゲとの分岐が非常に新しい年

代と推定されている点も特筆に値する（約

141～175万年前，他の近縁種間の分岐年代

は約 300～1000万年前程度：Brandley et al., 

2011；Kurita and Hikida, 2014a；Okamoto et 
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al., 2021b）．この動物地理パタンは，八重山

諸島からトカラ列島への黒潮による洋上分散

の結果と解釈されている（Kurita and Hikida, 

2014a）．このシナリオ通りなら，イシガキト

カゲ・クチノシマトカゲの祖先種が 800 km

近い長距離洋上分散を成し遂げたことにな

る．一方で，石垣島・西表島に隣接する与那

国島と宮古諸島には，なぜかイシガキトカゲ

やその近縁種が分布しない．

口之島以外のトカラ列島には，中之島に

オキナワトカゲ，諏訪之瀬島・宝島・小宝

島にオオシマトカゲが分布する（Kurita and 

Hikida, 2014a）．加えて，平島と悪石島でも

トカゲ属の分布記録があるが（永井，1938），

残念ながらこれら 2島の集団はすでに絶滅し

ている（太田，2000）．永井（1938）は，平

島を含めた諏訪之瀬島以北のものを“トカゲ”

（広義のニホントカゲ：現在のニホントカゲ

＋ヒガシニホントカゲにほぼ相当），宝島・

小宝島～奄美諸島のものを“オキナハトカゲ”

（広義のオキナワトカゲ：現在のオオシマト

カゲ＋オキナワトカゲにほぼ相当）と同定

し，悪石島のものは “トカゲ？” としつつ中

間的な特徴を持つとして判断を保留している

（“南北両種の形態を併有し其所属の決定に困

難を感ず” と記述）．口之島・中之島・諏訪

之瀬島のものは，ここ 30年あまりに限って

も広義のニホントカゲ（Toyama, 1989；太田，

2000），広義のオキナワトカゲ（例えば，太

田，2014a, b）などの見解が出され，最終的

には 3島の集団がそれぞれ異なる種に属し，

イシガキトカゲに近縁な固有種まで含まれる

という予想外の結論となった．平島と悪石島

のトカゲは，はたして何者だったのか？大変

興味深い問題だが，残念ながら迷宮入りに

なってしまった．

中之島のオキナワトカゲ，諏訪之瀬島のオ

オシマトカゲも，クチノシマトカゲと同じく

黒潮に乗った洋上分散により侵入・定着し

たものと考えられている（Kurita and Hikida, 

2014a）．奄美諸島に分布するオオシマトカゲ

が宝島・小宝島・諏訪之瀬島に分布するの

は，正体不明の悪石島集団を棚上げすれば隣

接地域から北上した結果と理解できる．一方

で，主に沖縄諸島に分布するオキナワトカ

ゲが中之島に隔離分布するのは奇妙に見え

る（クチノシマトカゲとイシガキトカゲの

姉妹群関係に比べれば些細なことだが）．節

1.2で述べたように，トカラ列島一帯での北

向きの洋上分散は色々な分類群で生じた一般

性のある現象と考えられる．しかし，オキナ

ワトカゲ複合群の場合，他のものと比べて年

代がやや古いうえ，複数の種が排他的に分

布するという点で特異である．これらの種

の排他的な分布が単純な地理的隔離の産物

でないのは明らかで，種間の排他的な相互

作用によって生じた，所謂 “チェッカーボー

ド分布 checkerboard distribution”（例えば，
Lomolino et al., 2017）の例といえるかも知れ

ない．中琉球から洋上分散で侵入したと考え

られるものがトカラ列島にいくつか分布して

いるが，多くの場合宝島や奄美諸島の集団と

ほとんど遺伝的分化がなく（Tominaga et al., 

2015，2019；Makino et al., 2020），ごく最近

成立した集団であると考えられている．もし

かしたら，それらの種においてもオキナワト

カゲやオオシマトカゲ同様に数十万年前から

繰り返し分散していたが，新しい年代に生じ

た分散によって “上書き” され，過去に生じ

た分散の情報が失われているのかも知れな

い．トカゲ属では，なぜか “上書き” が生じ

ずに排他的な分布となって維持されているこ

とになる．

一方で，沖縄・奄美諸島のいくつかの島に

おいて，オキナワトカゲ・オオシマトカゲは

バーバートカゲとは排他的にならず，共存し

ている．北米のトカゲ属でも近縁種の分布域

の重複がいくつかの組み合わせで知られ，そ

れらの事例では，繁殖干渉の回避メカニズム

や生息する微環境の種間差などが明らかにさ
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れている（Cooper and Grastka, 1987；Cooper 

and Vitt, 1986，1987；Richmond and Jockusch, 

2007；Watson and Gough, 2012）．中琉球のも

のでは，バーバートカゲが山地性の傾向，オ

キナワトカゲ・オオシマトカゲが低地や撹乱

環境に生息する傾向があることはしばしば指

摘されており（例えば，千石，1979；千石

他，1996；日本爬虫両棲類学会，2021），こ

のような生態的な差異が，オキナワトカゲ・

オオシマトカゲとバーバートカゲの組み合わ

せに限って共存可能であることと関係するの

かも知れない．日本列島に分布するニホント

カゲ複合群の 3種も，排他的な分布域を持

つ．これらの種の場合，分布域が接触すると

交雑帯を形成してしまい共存できないよう

だ．ニホントカゲが人為的に持ち込まれた伊

豆諸島八丈島でも，自然分布するオカダトカ

ゲとの間で交雑帯を介した排他的な分布が形

成されている（Okamoto et al., 2013）．排他

的になる組み合わせと共存できる組み合わせ

がどのようにして決まるのか．今後の研究に

よる解明が期待される．

3．北海道のトカゲ・ヘビ相を考える

1.3節で論じた日本列島要素のトカゲ・ヘ

ビ類には，北海道に分布するものとしないも

のがいる．北海道に分布するのは，アオダイ

ショウ，シマヘビ，ジムグリ，シロマダラ，

ニホンマムシ，ニホンカナヘビ，ヒガシニホ

ントカゲである．これらの種に加え，北海道

にはサハリン・極東ロシア本土との共通種コ

モチカナヘビも分布する．一方，日本列島要

素のうち，北海道に分布しないものはヤマカ

ガシ，ヒバカリ，タカチホヘビである．

北海道内の爬虫類の分布域については，こ

れまでの図鑑等の多くでコモチカナヘビの分

布が北端付近に限られている点は明示されて

いたが，他の種については「北海道に分布す

る／しない」という区別のみ記述されるこ

とが多かった（例えば，千石，1979；千石

他，1996；日本爬虫両棲類学会，2021）．し

かし，徳田（2022）などが示している通り，

全ての種が道内全域に分布するわけではな

い．多くの種において道内の正確な分布域は

必ずしも明らかになっていないが，近年分布

情報の蓄積が進みつつある．本節では，北海

道とその周辺地域のトカゲ・ヘビ類について

の既知情報をレビューし，それらが種ごとの

分布をある程度反映していると仮定して若干

の考察を試みる．北海道本土内の分布につい

ては，主に徳田（2021）と生物多様性セン

ター（2010）を参照した．国後島に分布する

種（北方領土では国後島のみ数種の爬虫類が

知られ，すべて北海道本土と同種）について

は Литвинчук and Боркин（2016）（ロシアサ

ハリン州公式レッドデータブック爬虫類編）

と Ananjeva et al.（2006）（旧ソ連支配地域の

爬虫類図鑑），日本海側の小島嶼については

大野（1968）と竹中（2013）を参照した．こ

れらに加え，種ごとの分布情報の典拠はその

都度引用する．北海道本土における種ごとの

既知の分布情報を，図 4に示す．

3.1．本州系の種の分布

本州との共通種のうち，北海道内で最も広

く分布するのはシマヘビ，ジムグリ，アオダ

イショウの 3種である（図 4A, B, C）．これ

らはいずれも，道北・道東を含め道内ほぼ全

域から記録されている．また，3種とも国後

島に分布し，シマヘビとアオダイショウは奥

尻島にも分布する．

次に広い範囲で記録されているのはニホン

カナヘビ，ヒガシニホントカゲ，ニホンマム

シである．いずれも北端付近には分布しない

が，道南・道央・道東に渡る広い範囲で記録

されている．このうち，最も高緯度で記録

されているのがニホンカナヘビである（図

4D）．最北の分布記録は，工藤他（2000）が

記録しているサロベツ湿原の南端付近（北緯

44°58′）のようだ．工藤らがサロベツ湿原の
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全域で調査しているにも関わらず本種の発見

が南端部に限られることから，これが北限と

考えてよいだろう．オホーツク海側では，旧

歌登町（北緯 44°47′）での発見記録がある（日

刊宗谷 宗谷郡部版．1997年 5月 24日「管内

では初の発見．ニホンカナヘビ 歌登町内に

生息か」）．島嶼部では，奥尻島，天売島，焼

尻島に分布する．

次いで高緯度まで記録されているのがヒガ

シニホントカゲで（図 4E），道内最北記録は

初山別村の海岸である（岡本・徳田，2020，

北緯 44°30′）．図 4Eには，この地点を含めて
Okamoto et al.（2021b）で使用されている北

海道産標本の採集地点も示してある．周辺島

嶼では国後島と奥尻島に分布し，国後島内の

分布は南部から北端付近まで広い範囲に渡る

（Orlov et al., 2018）．本種は，道東では温泉

地付近に偏って分布するようで（例えば，照

井・徳田，2015），温泉地付近に分布する傾

向は，国後島でも報告されている（Orlov et 

al., 2018）．

ニホンマムシの本土での記録地点（図 4F）

は石狩～紋別～知床以南で，既知の最北記録

は紋別市である（徳田，2014）．島嶼部では

天売島と国後島に分布する．国後島の分布は
Inukai and Mukasa（1943）が言及していた

がその後記録は無く，近年になって Orlov et 

al.（2014）により再確認された．国後島の記

録地点（ほぼ島の北端付近，北緯 44°29′）が

本種の明示的な最北記録で，天売島が次点と

なる．北海道本土でも，天売島の対岸付近な

どに分布する可能性があり，今後の情報蓄積

が待たれる．

道内の分布域が最も狭いのがシロマダラ

で（図 4G），これまでの分布記録は函館・

松前～札幌・石狩付近に限られている（徳

田，2018；徳田・本田，2018）．現時点での

最北記録は石狩市の安瀬山付近（二次メッ

シュコード：654113，北緯 43°25′～43°30′）

のようだ．周辺島嶼では奥尻島に分布する．

1939年に色丹島でも記録されているが，こ

れは本州からの船の積荷への混入と推測され

ており（Inukai and Mukasa, 1943），Ananjeva 

et al.（2006）でも色丹島の分布は疑問視さ

れている．

本州に広域分布するヘビ類で北海道に分布

(H)(G)(F)(E)

(D)(B) (C)(A)

図 4．北海道本土における爬虫類の既知の記録地点．徳田（2021）および生物多様性センター（2010）の二
次メッシュデータ（■），およびいくつかの個別の記録地点（×，典拠については本文参照）．島嶼部（国後島，
天売島，焼尻島，奥尻島）については示していない．A：シマヘビ；B：ジムグリ；C：アオダイショウ； 
D：ニホンカナヘビ；E：ヒガシニホントカゲ；F：ニホンマムシ；G：シロマダラ；H：コモチカナヘビ．
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しないのは，ヒバカリ，タカチホヘビ，ヤマ

カガシである．いずれも青森県まで分布し，

タカチホヘビは津軽半島，ヤマカガシとヒバ

カリは津軽・下北の両半島で記録されている

（生物多様性センター，2010；向山，2010；

笹森，2011；笹森・山崎，2018；Scheinberg 

and Fong, 2022）．いずれの種も，ほぼ津軽海

峡が北限とみなしてよいだろう．

3.2．北方系の種の分布

北海道に分布するもののうち，コモチカナ

ヘビはサハリン・極東ロシア本土と共通の種

であり，唯一「北方系」といえる種である．

本種の道内の分布域は，稚内，猿払，豊富，

幌延といった北端付近に限られ，道内最南の

記録は中川町北東部～中頓別町南西部あたり

（二次メッシュコード：674221，北緯 44°50′

～44°55′）のようだ（図 4H）．日本海側の沿

岸部ではサロベツ湿原一帯に分布し，南端部

ではニホンカナヘビの分布域と接触している

（工藤他，2000）．コモチカナヘビには，ミ

トコンドリアDNAの塩基配列と繁殖様式（胎

生／卵生）の種内変異が知られるが（Surget-

Groba et al., 2001），北海道のものはサハリ

ン・極東ロシアから東欧にかけて広域分布す

る系統（“Eastern viviparous” 東部胎生系統）

に含まれ，極東ロシア本土・サハリン集団と

の遺伝的分化はごく小さい．このことから，

海水準が下がって北海道がサハリンを介して

大陸と地続きになっていた最終氷期に大陸か

ら侵入し，現在の北海道集団が形成されたと

考えられている（Surget-Groba et al., 2006；
Takeuchi et al., 2013）．

サハリンには，コモチカナヘビに加えて

ヨーロッパクサリヘビ Vipera berusが分布す

る．本種は北海道には分布しないが，コモチ

カナヘビと同じく極東ロシアから欧州に渡る

広域に分布する．サハリンでは南端付近まで

分布し，宗谷海峡が南限となっている．サハ

リンを含む極東地域の集団を独立種（または

亜種）sachalinensisとする場合もあるが（例

えば，Herrmann and Kabisch, 1990；Ananjeva 

et al., 2006），この分類は分子系統解析の結

果からは支持されず，東欧から極東まで遺伝

的変異はごく小さいようだ（Ursenbacher et 

al., 2006）．

サハリンの対岸にあたる大陸沿岸部（ロシ

ア沿海地方・ハバロフスク地方の日本海沿岸

部）には，これら 2種以外にもいくつかのト

カゲ・ヘビ類が分布する（例えば，Ananjeva 

et al., 2006）．多くは中国東北部・朝鮮半島

と共通の “北東アジア要素” と呼べるものだ

が（タイリクヤマカガシ Rhabdophis lateralis，

ウスリーマムシ Gloydius ussuriensisなど），

サラサナメラ Elaphe dioneは朝鮮半島などに

加え，シベリア南部・中央アジアからカス

ピ海周辺に渡って広域分布する（Ananjeva et 

al., 2006；Messenger, 2021）．この地域のト

カゲ・ヘビ相は，“北東アジア要素” と中央

アジアや欧州方面まで広域分布する種からな

る “欧州シベリア要素” の一部が混在し，後

者の一部がサハリンと北海道北部にまで分布

している，と解釈できる．このほかに，この

地域には前述のヒガシニホントカゲが分布

する．

3.3． トカゲ・ヘビ類から見た北海道の動物

地理

現時点での既知情報をもとに，北海道とそ

の周辺のトカゲ・ヘビ類の暫定的な分布図を

作成した（図 5）．これが各種の分布パタン

を正しく反映していると仮定すると，本州要

素の種には，津軽海峡から宗谷海峡に沿って

北上するにつれて種数が少なくなる傾向が認

められ，北方要素の種の分布は北端部に限ら

れる．全体として種数が少ないため一般的な

パタンを論じるのは難しいが，宗谷海峡から

津軽海峡にかけて種構成が段階的に変化して

いると解釈できそうだ．すなわち，北海道を

本州要素と北方要素が混在する動物地理学的
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「移行帯」と位置付けることができる．

北海道の動物地理を論じる際にしばしば言

及される “動物地理境界線” は，ブラキスト

ン線と八田線である．前者は津軽海峡，後者

は宗谷海峡にそれぞれ位置する．これらはい

ずれも「本州要素」と「北方要素」の境界線

で，両地域要素の種が混在する北海道を「移

行帯」と位置付けるのが今日的な理解である

（例えば，岡田・木場，1931；徳田，1969）．

トカゲ・ヘビ類においても，北海道全体が

「移行帯」という位置づけは妥当なものであ

ろう．前述した極東ロシア本土の種まで考慮

すれば，間宮海峡から連続的な「移行帯」が

始まり，サハリンもその一部という解釈もあ

りうる．

生物地理学的な「境界」が，中間的な種構

成の地域からなる「移行帯」となるのは一般

的な現象で（Morrone, 2015；Lomolino et al., 

2017），前述のトカラ列島や対馬もこれに該

当する．移行帯が形成されるのは，「境界」

にあたる地域が単なる障壁でも通路でもな

く，種ごとに異なる移動能力，環境耐性，種

間相互作用などの要因に応じて分布域を制限

する “フィルター” になるためと理解されて

いる（Carlquist, 1965）．

では，トカゲ・ヘビ類にとって北海道一帯

はどのような “フィルター” なのか？津軽海

峡が北限となるもの（ヤマカガシ・ヒバカ

リ・タカチホヘビ），宗谷海峡が北限（アオ

ダイショウ・シマヘビ・ジムグリ）または南

限（ヨーロッパクサリヘビ）となるものにとっ

ては，海峡そのものが分布域を制限する至近

要因と考えてよいだろう．コモチカナヘビの

南限は，ニホンカナヘビまたはヒガシニホン

トカゲとの間の排他的な相互作用によるのか

も知れない．本州要素の種には，寒冷な気候

に対する耐性の種間の違いがあるため北へ行

くほど段階的に種数が少なくなるというメカ

ニズムが考えられる．

近年行われたいくつかの系統地理学的研究

によると，北海道の爬虫類相は最終氷期以降

の気候変動の影響を受けて最近数万年程度の

間に形成されたようだ．本州要素の爬虫類で

北海道を含む広域の遺伝的変異が調べられ

ているのは，ニホンカナヘビ（Takehana et 

al., 2016），アオダイショウ（Moriyama et al., 

2018），ヒガシニホントカゲ（Okamoto et al., 

2021b）である．このうち，ヒガシニホント

カゲは最終氷期の北海道には分布せず，後氷

期（約 1万年前以降）に本州から侵入したと

推定されており，ニホンカナヘビについても

その可能性が示唆されている．一方，アオダ

イショウは最終氷期に集団サイズを縮小させ

ながらも北海道で集団を維持していたと推測

されている．最終氷期の北海道において，ア

オダイショウは生息していた一方でトカゲ 2

種は分布しなかったという推測が正しく，そ

れが寒冷な気候に対する耐性の種間差を反映

していると仮定すると，アオダイショウが稚

内まで分布し，トカゲ 2種が道の北端部に分

布しないという現在の分布域と調和的に見え

る．とはいえ，ヒガシニホントカゲとニホン

コモチカナヘビ

シロマダラ

ヨーロッパクサリヘビ

ヤマカガシ
ヒバカリ
タカチホヘビ

シマヘビ・ジムグリ
アオダイショウ

ニホンカナヘビ

ニホンマムシ
ヒガシニホントカゲ

図 5．北海道とその周辺に分布するトカゲ・ヘ
ビ類の推定分布域．ヨーロッパクサリヘビとコモ
チカナヘビ（黒の細い点線）については南限，そ
の他の種（グレーの太い実線または点線）につい
ては北限を表す．
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カナヘビの分布にはコモチカナヘビとの排他

的な相互作用が関わっている可能性もある．

種ごとの分布域を決める要因については，今

後の研究で解明される必要があるだろう．

本節では，北海道の爬虫類の動物地理につ

いて，既知の情報に基づいて考察を試みた．

すでに述べたように，道内の種ごとの分布情

報はかならずしも十分に蓄積しておらず，調

査の不十分な地域も存在する．図 5のような

分布パタンについての認識がそもそも妥当な

のか？仮に妥当なら，種ごとの分布域がどの

ようにして形成・維持されているのか？これ

らの疑問に答えるには，個々の種の分布域に

ついての情報蓄積が必要であるとともに，種

ごとの生態的特徴やその地理的変異について

詳しく解明する必要があるだろう．北海道の

爬虫類は種数こそ少ないが，分布に着目する

と，動物地理学的な境界部であること，寒冷

地であることによる面白味があるように思わ

れる．

4．おわりに

以上，日本国内のトカゲ・ヘビ類の地理的

分布を概観し，筆者らが興味深いと考えるト

ピックについてレビューした．各種・亜種の

分布域を確定させることは地道なデータの蓄

積が必要だが，ある地域にある種が「いる」

ことは実証可能でも，「いない」ことを証拠

立てるのは非常に難しい．さらに，トカラ列

島のトカゲ属の事例などからわかるように，

ある地域集団がどの種に属するかという分類

学的な問題とも関わる．分布情報の整理は，

疋田（2003）などが指摘しているように，そ

の完成品（分布図や分布表）の単純さから想

像されるよりはるかに困難な作業といえる．

北海道についての第 3節で分布情報源として

参照した徳田（2021）は，筆者の一人（徳田）

が取りまとめ役となっている「ハープソン
Hokkaido」の 2018～2020年版報告書である．

これは 2011年から毎年 “競技” として開催

されている一般参加型の調査で，道内の爬虫

両生類の発見記録をインターネット等を介し

て集積するものである．道内各地から毎年数

十チームが参加しており，種同定可能な写真

や音声データを提出してもらい，地点情報を

二次メッシュで管理することで，個々の記録

の質を担保している．同定と地点情報の質を

維持し，幅広い参加者の継続的な活動を喚起

することができれば，このような「市民科学」

的取り組みは，広い地域（北海道は広い！）

における種ごとの分布調査の有効な方法にな

りうるものである．ハープソン Hokkaidoは，

その成功事例の一つと言うことができる．今

後，前節で論じたようなことの検証や，希少

種や外来種の消長についてのモニタリングな

ど，さまざまな用途で活用されうる重要な基

礎情報源となるだろう．
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